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ふ か ん

巻頭言俯瞰

本
誌
に
２
０
２
３
年
か
ら
「
軽
労
働
化
で
農

業
再
生
」
を
執
筆
し
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
に

ネ
ギ
栽
培
の
人
間
工
学
対
策
を
契
機
に
、
広
島

県
農
技
セ
ン
タ
ー
の
今
井
次
長
に
出
会
い
、
人

間
工
学
の
農
業
軽
労
働
化
に
携
わ
り
ま
し
た
。

当
時
か
ら
後
継
者
不
足
で
農
家
消
滅
が
指
摘
さ

れ
、
軽
労
働
化
に
よ
る
離
農
予
防
は
農
業
指
導

の
方
針
で
し
た
。
こ
の
間
、
軽
労
働
化
が
進
む

も
、
農
家
消
滅
が
速
く
危
機
は
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
今
井
氏
は
、「
農
業
は
国
の
宝
で
あ
り
、

な
い
が
し
ろ
に
す
る
と
国
が
亡
び
る
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
店
に
食
品
が
溢
れ
て
い
ま
す
が
、

農
家
が
消
滅
す
れ
ば
棚
か
ら
食
料
が
消
え
ま
す
。

今
回
の
執
筆
の
契
機
は
、
２
０
２
３
年
９
月

の
日
経
新
聞
、〈
１
億
人
の
未
来
図
…
…
農
家

の
８
割
が
減
る
「
主
食
イ
モ
」
覚
悟
あ
る
？
〉

で
す
。
２
０
２
０
年
の
農
家
戸
数
１
０
７
万
戸

が
２
０
５
０
年
に
17
万
戸
に
激
減
し
、
米
や
野

菜
の
作
り
手
が
消
滅
す
る
衝
撃
的
な
内
容
で

す
。
さ
ら
に
、
東
京
大
学
の
農
業
経
済
学
の
鈴

木
氏
の
農
家
消
滅
に
対
す
る
処
方
箋
「『
半
農
』

増
や
し
、
み
ん
な
で
農
業
」
が
掲
載
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
半
農
は
、
国
民
全
体
が
生
業
と
合
わ

せ
半
分
農
業
に
従
事
し
農
家
消
滅
を
乗
り
越
え

る
提
案
で
す
。

農
家
の
消
滅

現
在
の
農
家
の
平
均
年
齢
は
約
70
歳
で
、
25

年
後
に
は
、
確
実
に
約
95
歳
に
な
り
農
家
は
消

滅
し
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
①
大
規
模
農
業
化

と
機
械
化
、
Ｄ
Ｘ
化
、
②
企
業
参
入
の
方
針
が

あ
り
ま
す
。
鈴
木
氏
は
、
こ
の
施
策
は
一
部
地

域
で
は
可
能
だ
が
、
我
国
に
多
い
中
山
間
地
・

小
規
模
農
地
の
特
性
に
合
致
し
な
い
と
指
摘
し

ま
す
。

食
糧
輸
入
に
頼
れ
な
い

我
が
国
は
、
高
度
経
済
成
長
期
を
境
に
、
明

治
か
ら
の
工
業
立
国
政
策
（
殖
産
興
業
）
を
一

挙
に
進
め
農
業
国
か
ら
工
業
国
に
舵
を
切
り
、

農
業
放
棄
の
政
策
を
進
め
ま
し
た
。
工
業
で
収

入
を
得
て
、
食
料
輸
入
す
る
戦
略
で
す
。
そ
の

ツ
ケ
が
、
主
要
先
進
国
で
は
韓
国
と
並
び
低
い

食
料
自
給
率
38
％
に
現
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
島

国
の
英
国
の
自
給
率
は
70
％
で
す
。
英
国
は
、

第
一
次
、第
二
次
大
戦
の
食
糧
危
機
を
教
訓
に
、

戦
後
は
国
策
と
し
て
国
内
農
業
を
保
護
・
育
成

す
る
方
針
を
固
め
堅
持
し
ま
し
た
。
ま
た
、
英

国
で
は
、
平
地
農
地
面
積
が
約
１
０
０
０
万
ｈ

で
、
我
が
国
の
２
５
０
万
ｈ
に
比
し
て
４
倍
広

く
、
大
規
模
農
業
化
、
機
械
化
が
普
及
し
、
高

い
自
給
率
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
我
が
国
と
欧

米
の
自
然
条
件
の
違
い
を
無
視
し
た
大
規
模
農

業
化
は
限
界
が
あ
り
ま
す
（
鈴
木
）。

ま
た
、我
国
は
、欧
米
に
比
し
農
業
保
護
が
乏

し
い
と
さ
れ
ま
す（
鈴
木
氏
２
０
２
６
／
３
／
２

農
業
新
聞
）。

欧
米
で
は
、
農
家
の
生
産
コ
ス
ト
と
市
場
価

格
の
差
額
を
農
家
に
直
接
補
助
し
て
農
家
の
生

計
を
維
持
し
、
後
継
者
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
我

が
国
農
業
は
過
保
護
と
い
う
の
は
誤
り
で
す
。

農
家
の
消
滅
で
食
料
自
給
率
は
２
０
５
０
年
に

は
20
％
以
下
、
最
悪
10
％
を
切
る
と
指
摘
さ
れ

ま
す
（
鈴
木
氏
）。

輸
入
食
糧
へ
の
依
存
は
、
戦
争
や
干
ば
つ
で

の
輸
入
の
途
絶
で
飢
餓
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。
自
給
率
20
％
で
は
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
打
開
す
る
た
め
に
は
、
食

料
自
給
率
を
70
％
程
度
ま
で
あ
げ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

後
継
者
不
足
に
よ
る
農
家
の
消
滅
と
飢
餓
の
処
方
箋

― 

人
間
工
学
の
軽
労
働
化
で
全
員
参
加
型
の
農
業
再
生
を 

―�

宇
土

　博

う
ど
　ひ
ろ
し

ウ
ド
・
エ
ル
ゴ
研
究
所
長

友
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

（713 ）
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半
農
半
工
の
実
現
性

人
間
工
学
の
原
理
は
、
人
の
特
性
に
環
境
を

合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
敷
衍
す
る
と
、

我
が
国
の
農
地
の
特
性
に
合
わ
せ
た
農
業
が
最

も
生
産
性
が
高
く
な
り
、
こ
れ
を
無
視
し
た
全

面
的
な
大
規
模
農
業
化
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。

鈴
木
氏
は
、
大
規
模
農
業
に
対
し
て
、
我
が
国

に
適
し
た
国
民
全
員
が
家
族
食
料
を
自
給
す
る

小
規
模
農
業
を
提
案
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
戦
後

の
食
糧
難
で
経
験
済
み
の
も
の
で
す
。
私
た
ち

団
塊
の
世
代
は
、
幼
少
期
に
こ
れ
を
経
験
し
、

ノ
ウ
ハ
ウ
も
持
っ
て
い
ま
す
。団
塊
の
世
代
は
、

現
在
約
６
０
０
万
人
弱
で
あ
り
、
77
歳
か
ら
79

歳
の
彼
ら
が
先
頭
に
立
て
ば
、
半
農
は
実
現
可

能
で
、
孫
子
に
引
き
継
げ
ば
新
規
参
入
も
可
能

で
す
。
週
３
日
〜
５
日
、
工
業
で
働
い
て
、
残

り
の
２
日
を
自
給
の
農
業
に
あ
て
る
こ
と
は
心

や
体
の
健
康
を
促
し
ま
す
。
多
く
の
団
塊
の
世

代
は
、
実
際
に
半
農
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
間
工
学
で
農
業
の
軽
労
働
化

農
業
の
隘
路
は
、
古
代
よ
り
筋
骨
格
系
へ
の

負
担
で
す
。
腱
鞘
炎
や
腰
痛
は
農
業
の
継
続
を

阻
害
し
、
新
規
参
入
を
妨
げ
ま
す
。
今
井
氏
が

切
望
し
た
人
間
工
学
の
農
業
軽
労
働
化
に
よ

り
、
負
担
無
く
農
業
を
楽
し
む
作
業
環
境
の
整

備
が
不
可
欠
で
す
。
軽
労
働
化
は
、
全
員
参
加

型
の
半
農
と
結
び
つ
く
こ
と
で
現
在
の
危
機
を

し
の
げ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。人
間
工
学
は
、

半
農
に
寄
与
で
き
る
と
考
え
、
農
業
へ
の
体
系

的
な
人
間
工
学
の
応
用
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

農
業
は
野
菜
を
育
て
る
喜
び
と
同
時
に
、
風

雨
、
日
照
、
炎
天
、
干
ば
つ
、
害
虫
と
の
戦
い
、

連
作
の
害
、
低
い
地
面
を
相
手
の
手
ご
わ
い
労

働
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
週
２
日
、
40
―
50

年
間
、
健
康
に
農
業
を
行
う
た
め
の
人
間
工
学

の
実
現
可
能
な
提
案
を
し
ま
し
た
。

専
業
農
家
を
取
り
巻
く
半
農
の
厚
い
層
が
農

家
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
て
半
農
か
ら
専
業
農
家
へ

参
入
す
る
循
環
型
の
工
業
農
業
立
国
を
目
指
す

べ
き
で
す
。
そ
の
環
境
整
備
に
政
府
の
支
援
も

不
可
欠
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
年
６
月
22
日
の
日

経
新
聞
の
欧
米
で
盛
ん
な
「
都
市
農
園
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
菜
園
」
の
機
運
は
、
食
料
安
全
保
障

と
も
関
連
し
、
半
農
と
共
鳴
す
る
流
れ
と
考
え

ま
す
。
最
後
に
、
今
年
の
春
か
ら
我
家
の
庭
で

も
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
キ
ュ
ウ
リ
、

茄
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
レ
タ
ス
の
半
農
を
開
始
し
、

立
派
な
キ
ュ
ウ
リ
が
我
家
の
食
卓
を
飾
っ
て
い

る
こ
と
を
報
告
し
、
筆
を
お
き
ま
す
。

▲�故今井氏の要望で人間工学を応用して開発した手指
負担を1/4に軽減する園芸用鋏―Dr.�Cut。日本だけ
でなく、アジアや英国でも園芸やガーデニングに使
用されています。

（714 ）
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チェックポイント 125
　若年労働者のために適切な作業負担を割り当て、
チームワークを促進し、適切な訓練を行います。

なぜ
　若年労働者は、成熟した労働者と比較すると、身体
的および精神的能力に差があります。彼らは作業につ
いて経験が十分ではない場合が多く、適切な支援が必
要だと感じています。

　若年労働者が作業場の慣習に慣れたり、必要な作業
課題をこなせるようになるには、通常時間がかかりま
す。十分な作業経験を積み、作業中に直面する問題点
を解決できるように、指導と支援を行うことが重要で
す。

　作業場のリスクに対処するとき、最も影響を受けや
すい労働者は仕事の経験が最も少ない人たちです。こ
の「新しく加わったばかり」という要因は、しばしば
若年労働者の「年齢」要因と混同されます。作業に加
わったばかりの早い時期のリスクに対処できるよう、
訓練を行わなければなりません。

　若年労働者が実績を向上できるように支援する最善
策は、経験のある年輩者をつけて、彼らを指導し訓練
することです。若者労働者と年輩労働者が良いコミュ
ニケーションをとれれば、作業場の雰囲気もより良く
なるでしょう。

リスク／症状
・　負傷率の増大
・　ストレスによる健康障害
・　不十分なコミュニケーション
・　不十分な理解
・　労働者の健康低下

どのように
1 ．若年労働者が新しく作業場に配属されたら、作業
システムの説明と若年労働者の支援策を含む、適切
な訓練を行います。定期的に彼らの相談に応じるの
も役立ちます。

2．チーム作業手順を見直して、若年労働者に適切な
作業負担を割り振ります。そうすれば、十分な作業
経験を徐々に積むことができます。

3．若年労働者に作業中のリスクに対処するために、
彼らの背景知識、技能、体力を考慮に入れたトレー
ニングを実施します。適切な安全に関する訓練によ
り、若年労働者の場合、作業関連健康問題のリスク
を低減することができます。

4．年輩労働者に若年労働者の支援役を割り当てます。
支援する人は、若年労働者と毎日接触して、問題が
起こる前に指導していきます。若年労働者は問題が
あっても先輩に相談するのをしばしばためらうため、
毎日話しかけることは極めて重要です。

5．作業負担が若年労働者の能力を超えていないか確
認するため、作業のあらゆる側面をチェックします。

6．若年労働者が教育課程を続けていけるように、フ
レックス時間制を実施します。

追加のヒント
－　若年労働者が法定の就業年齢に達しているか確認
します。

－　若年労働者でも、作業場の年輩労働者と監督者に
気軽に相談できるような雰囲気をつくるよう努めま
す。必要なら、若年労働者が自分の問題の解決策を
見つけ出せるようにグループ討論を行います。

－　健康リスクを減らして作業を遂行する方法を若年
労働者に教えることが重要です。教育は、作業技能
についてだけでなく、人間関係についても必要です。

－　若年労働者の支援が、本人たちの希望に基づいて
行われるように確保します。若年労働者は、自身の
安全と健康に危険となる仕事に就く前に年配労働者
と相談すべきです。

記憶ポイント
　若年労働者が十分な作業経験を獲得できるように支
援します。問題が深刻になりすぎてしまう前に、年輩
労働者が若年労働者にオン・ザ・ジョブ訓練を実施し、
支援します。

109　作業組織（106-132）.indd   266 2014/05/09   10:53:39

作業組織

267

図125a　�若年労働者に対して、彼らの背景経験、知識、スキル、体力を
考慮しながら、作業中にリスクに対処する方法を訓練します。

図125b　�若年労働者が作業場の問題を話し合い、自分たちのニーズを反映した実際的な改善策を提案
する機会を提供します。
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